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研究課題名 

「センハンスデジタルラパロスコピーシステムを用いた腹腔鏡補助下鎖肛根治

術（LAARP）の周術期成績：単施設後方視的比較研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2014 年 1 月から 2025 年 12 月の間に、名古屋医学医学部附属病院

小児外科で、中間位鎖肛または高位鎖肛に対して腹腔鏡補助下鎖肛根治術（LAARP）を

施行された患者です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

この研究の目的は、当院で行っている鎖肛の手術「腹腔鏡補助下鎖肛根治術

（LAARP）」について、センハンス（Senhance）という手術支援システムを使った場合

と、従来の方法（センハンスを使わない場合）で、手術の安全性や手術後の経過に違いが

あるかどうかを調べることです。 

具体的には、手術にかかった時間や出血量、手術後の入院日数、手術後に合併症が起きた

かどうかを確認し、センハンスを導入しても治療が安全に行えるかを評価します。この研

究で得られた結果は、今後のより安全で質の高い医療につなげることを目指しています。 

 

研究方法： 

この研究は、過去に当院で行われた診療の記録（カルテなど）を使って調べる研究（後ろ

向き研究）です。研究のために、患者さんに新しく何かをお願いすることはありません。 

カルテや手術記録、麻酔記録などに書かれている情報を用いて、センハンスを使った症例

と使っていない症例に分け、手術後の経過を比較します。 

また、個人が特定されないように、研究に用いるデータから氏名などを取り除き、研究用

の番号を付けて解析します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）  2027 年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：患者背景（性別、出生体重、手術を受けた時期、鎖肛の病型、合併疾患等） 

手術関連情報（術式（センハンスを使用したかどうか）、手術時間、出血量等） 

術後経過、術後入院日数、術後合併症 等 



 

 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

 名古屋大学大学院医学系研究科病態外科学講座 小児外科学分野 

研究責任者名 田井中 貴久 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65  

電話 052-744-2959   FAX  052-744-2980 


